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解説

人文学部壁画「思索の森jについて

教育学部助教授 丹 羽洋介

この壁画はフ レスコ とモザイクを組み合わせたもの
である。フ レスコ とは、上塗りの漆喰（石炭と砂を水
で練って壁に塗ったもの）が乾かないうちに、＊で溶
いた顔料で描写する技法であり、モザイクは、閉じく
塗ったばかりの柔らかい漆喰に石やガラスの細辺
（テッセラ）を埋め込み、その色彩や配列によって表
現する技法である。フ レスコ もモザイクも共に漆喰が
水分を持っている一定時間のうちに行わねばならない
ため、ある程度の分量に区切って少しずつ嗣H乍をすす
めてし、かざるえない。

このように両者は共通する性格を持っているのであ
るが、何故か乙の二つを組み合わせた作品はこれまで
の長い美術の歴史においても見られない。今回、約2 0 
名の美術科学生と一緒にこの混合技法に取り組んだが、
なにしろ初めての試みなので色々苦労する事も多かっ
た。しかしその甲斐あって幾つかの新しい発見や技法
上の収穫があった。大学内における壁画嗣H下は、私自
身にとって有効な研究方法であるが、それだけでなく

手伝ってくれる学生にとっても得がたい体験になるで
あろう。また、所産としての壁画は大学の文化的環境
づくりに貢献することになると恩わ才L 正に一石三鳥
だと考えている。

なお、主題の 「思索の森」についてであるが、思索
という事については人文学部のご、希望に添ったもので
あり、後半の森というテーマはここ数伝シリーズと
して私が取り組んできた題材である（例えば、教育学
部玄関のガラスモザイク 「生命の木」では、単に生き
ることとしての生命だけでなく、精神的な意味での生
命をも守り育てる象徴として、木を表現してみた。考
えてみれば、洋の東西を問わず、森というものは思索
に適した場所であって、そこで優れた恩想や詩、創造
的精神が形成された例も多いと聞く。この「思索の
森」の壁画が、大学とし、う学問の府の場布として、あ
るいは思索を練り深めることの象徴として、皆さんに
親しんでいただけるならば誠に幸いである。

正 面 玄 関 か ら 見 る 壁 画

円ノ副



古き革の袋に新たなる酒を盛る
ーサルツブルク雑感－

この夏、幸運にも私は、
1ヵ月間、オーストリヤはサ
ルツブルク （現地の人達はザ
と濁らず、このように発音 し
ている〉に滞在する機会を得
た。サルツブルクと言えば、
ある人は、毎年 7月下旬から
聞かれるあの有名な音楽祭を 、
ある人は、かの偉大な音楽家

であるモーツアルトを、そ して文、ある人は、あの素
晴ら しい映画 「サウン ド オブ ミュージック」の舞
台を思いだされることであろ う 。ここは、オーストリ
ヤで最も早くローマ文化とキリスト教の洗礼を受けて
発展 し 、12 0 0 年にわたり統治 した大司教の富と権
力が築きあげた芸術の香り漂 う 古都で、北欧のローマ
とも呼ばれている。サルツプルクとは 「塩の城」とい
う 意味であり、その名はそのまま、先史時代からこの
町の南で採取されて来た岩塩の取り引きにより大司教
が巨万の財を得て来た歴史を、知実に物語ってし、ると
言えよう 。かつて、岩塩を運 搬する船の行き来で、に
ぎわっていたであろう サルツァッハ！｜｜の左岸にひろが
る旧市1却也は、今も色濃く中世のたたずまいを残 して
いて、目抜き通りであるゲトライテeガッセには、中世
のギ ル ドの伝統を う けついだ美 しい室駿鯨田工の看板を
かかげたいろいろな店が軒を連ね、常に観光客の足の
途絶えることはない。その通りの中程に、モーツアル
トの生家があるが、生家の裏手は広場になっており、
その広場をへだてて、中庭をもったがっ しり した石組
みのサルツブルク大学の建物が、大消付属の教会堂と
ともに我々の目に入って来る。この建物の一角には、
大学創設の年である16 2 3とい う 数字と、創設当時
の学部の名がラテン語で妻ljみこまれていて、3 5 0 有
余年の星霜をへた今日でも、はっきりと読みとること
か可能である。

私は、一日、この古い由緒ある建物の中にある大学
図書館 （本館）を訪ね、館内を見学するとともに、い
ろいろと話を聞くことが出来た。この本館は、地上3
階の建物ではあるが、地下に3階からなる広い書庫を

附属図書館館長 小嶋 撃

もっている。その地下の書庫の一隅、防水 コンクリー
トの壁に固まれてエヤー コンデ、ィ ショニングされ、厳
重な管理の下におかれた特別室には、1 4世紀代の羊
皮紙に書かれた貴重な書物などが、あるものは色あせ、
幾分すり切れた背革を見せて、ずらりと並んでおり、
建物の外観もさることながら、その収蔵図書にも、歴
史の古さを しみじみと感じさせるものがあった。 しか
し、一方において、館内の設備がすこぶる近代化され
ているのを知り一驚 した。学内の利用者は、それぞれ、
バー コー ドナンバーのカ ー ドを所持 しており、又、蔵
書の大部分は、すでに、バー コ ー ドナンバーで、整理が
完了 していた。そ して、例えば、貸 し出 しの時などは、
貸 し出す本と、利用者のバー コ ードナンバーを機械に
読みとらせて記録すると同時に、それらのナンバーと
返却期限の日付けをプリント した貸 し 出 し 票が、自動
的に作成され、それを利用者に手渡す仕組みになって
いた。文、地下の各階の書庫と受付との聞での本の運
搬は、機械化されており、電算機で制御されたロー
ラー システム上を移動するプラスチック製の寵によっ
て行なわれている。それらの寵の各階へのふりわけは、
おのおのの寵につけられた行先を電気的に読みとるこ
とによって行なわオ1、寵が自動的に上ったり下がった
り、行ったり来たり している様は、実に印象的であっ
fこ。

現在、サルツプルク大学図書館は、この本館を中心
と して3つの学部図書館 （分館）からなっていて、本
年秋に新 し し 、電算機を導入 し、学内の図書館情報 シス
テムを完成する予定とのことであった。一方、 オー ス
トリヤ国内の国立大学図書館の聞には、来年中にその
ネットワークの構築を完了するとい う 構想が進んでお
り、まさに、古き革の袋に新たなる酒を盛るという 表
現がぴったりの感を受けた。 そ して、同時に、中世の
面影を残 し芸術の香り豊かな、 しかも、一歩、交砂lへ
出れば、数多の湖水が点在する美しい大自然にとり固
まれた、このサルツプルクの町にも、目には見えない
新 し い情報化の波が、ひたひたとお し寄せている現実
を肌に感じつつ、帰国 したことであった。
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健 康 人 と は

余暇の時代、これからの健康人とは、これは、拙著
「余暇と活力」の帯タイトルです。 さて、 「 う どの大

木」 「からだは小さいが、やることはでかいぞJ、
「生きることは呼吸することではない、活動すること

であるJ、 「健康は人生にとっ て唯一ではない、 しか
し健康でなければ何もできなしリ 。 人間、考え方と実
践が大切であることを、ものがたつっ ていることばだ
とおも う 。 主体性である。 与えられた （遺伝、環境）
健康と、克ちとっ た （努力、習慣〉健康を理解 し、さ
らに、 「外なるものと、内なるものとの調和」をはか
ることが健康人の鍵であろう 。 からだとこころとい っ
てもさ しっかえない。 心の健康の基盤ともい う べき自
己理解の重要性を再認識 し なければならぬだろ う 。 学
生が人間の弱さ、愚かさを認識 し て、自己探究、自己
実現の契機となるよ う な、心の健康教育が大学の基盤
教育となれば、大学教育は、学生にとっ て真に生きた

保健管理センタ一所長 稲垣保彦

教育となっ てゆくと思われる。 1. 活性2 . 活力3.活動4.
運動5. 気力と、 1. から5 .までいづれも健康人を象徴す
ることばであるが、活性一活発な性質、活力一活動の
源泉となるいきいき した力、活動一いきいき動く、元
気よく働く、運動－肉体を動かす、気力一何かを しよ
う とする元気、精神力。 ことばのニューアンスに働法、
な差があ っ て考えさせられるが、素朴さからいえば、
5. から1. へとつながるのではなかろ う か。 やる気が
あっ て、肉体を動か し始め、集中すればいきいきと動
き、その体験が、あらゆる生活の源泉となっ て自信を
もつよう になるだろう 。 人生を生き抜く活性は、素朴
から始め新鮮へのプロセスをつかんでほ しい。 気力、
運動、活動、活力、そ して活性をもっ て、自己変革を
基盤に し ての外界変革への努力を期待 しております。
健康人は、目標、計画、実践、反省のサイクルを繰返
し、より充実 した人生を追求する人間である。

返%臨港%返%潟新 任 教 教 官 紹 介鋭返%蹴返%邸

大工原ちなみ助教授 （人文学部）元 1 0 .  1 和 合 肇教授 （経済学部）元 1 0 .  1 
昭6 0 .  3 筑波入学入学院博士調呈文芸 ・言語 昭 43. 3 早稲田入学入学関歪済学研究利彦士

研究科単位取得退学 課程修了
担当：アメリカ 文学 担当：政策科学

北林吉 弘 教授 （教育学部）元1 0 .  1 蹟瀬貞 樹助教授 （工学部〉元8. 1 
昭2 8. 3 立正大学文学部卒業 昭5 5 .  3 東北大学大学院工学研究科

担当：地理学 情報工学専攻博士課程修了
工朝専士

岡 安 隆 講師（教育学部〉元1 0 .  1 担当：基樹育報工学
昭 6 0 .  3 東京工業大学大学院理工学研究利彦

士課程修了 立 川 健 治助教授 （教養部）元1 0 ・ 1
理制専士 昭5 8. 4 京都人半大学院文学研郊ヰ博士課程
担当：代数学及び矧可学 単位取得退学

担当：歴史学
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新 任 の 御 挨拶

10月 1 日付けで、人文学部
語学文学科（アメリカ 文学）
に勤務することになりま した。
どうぞよろ しくお願いいた し
ます。 専門はアメリカ 文学
の中でも比較的新 し いところ、
つまりは第2 次世界大戦後の
作家たち、それも主と し て、
ソール・ベローやバーナ ー ド

・マラマッ ドといったユダヤ系作家を研究 しておりま
す。専門は文学なのですが、興味が昂じてユダヤ教や
思想にも手を出 し かけております。きっとお詳 しい方
がいらっ しゃることと思います。どうぞま激えくださ川

学生断tまでを関東で過 ご し、その後、四年半程、
名古屋の南山短大で、教えておりま した。この富山に
は、大判寺代の一番の悪友がおりますので、たびたび

人文学部助教授 大工原ちなみ

訪ねており、アルペンルートも夏と秋の二度経験 して
おります。名古屋に居りま したこともあって夏の暑さ
には自信があり、その意味では1L強いのですが、何分
にも肝心の冬には来たことがなく、これから冬に向か
い一抹の不安はございます。でも、こうなったら覚悟
を決めて、雪を逆手にとってスキーでも始めようかな
どと虫のいいことを考えております。こちらの方も ご
指導の方、どうぞよろ しくお願いいた します。

もっとも着任早々、人文学部の皆様とテニスを し、
その後スキーでは、余りにも遊びすぎというもので
しょうか。今冬は厳 しい気候を利用 して、やはり腰を
落ち着けて研究に励む事にいた し ま し ょう。

まだまだ至らぬ者ではございますが、皆様に助けて
いただきながら、一生懸命、研究に励み、文、皆様の
お役に立てますよう努力致す所存でおります。何卒宜
しくお願い申 し上げます。

新任のごあいさつ

本年（平成元年） 10月 1 日
付けで、教育学部地理学担当
と し てみなさまの仲間入りを
させていただきま した。私は
人文地理学・地誌学が専攻で、
これまで首都圏の私立大学で
地理学を担当 し たり、県立技
術短期大学で「地域と経済」
に関する講義を してまいりま

した。教育学部の前身であるかつての富山師範学校は
母校であり、今は名誉教授となられた懐か しい恩師も
何人かご、健在でいらっ し ゃいます。地理学研究室を創
設なさいま した故石井逸太鵬椴は生涯を富山県の地
理学発展に捧げられま した。先生の薫陶を受けた門弟
が今でも県下に数多くいて活躍 しています。

富山県は自然・文化共、豊かに恵まれた地域であり、
毎年全国各地の大学から地理学の野外研究のため多く
の教官や学生が訪れてきます。その方々との交流を深
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教育学部教授 北林吉弘

めることはよい刺激にもなり、本学の学生達にも奨励
したいと思っています。

北アルプスの山なみの雄大さは見事です。立山連峰
には氷河時代の名残りといわれる「山崎圏谷」（東大
の地理学教室の創設者山椅直方教授にちなんで命名さ
れた〉も存在 し、晴れた日には富山平野からも遠望で
きます。砺波平野の散居村は七千戸余りの農家が平野
いっぱL 、に豆粒のように散在 しています。その成因に
ついては人文地理学界でも長い肱論争されてきま した。
このような地理学的に興味ある素材が豊富な本県に奉
職 して学べることは大変幸福なことです。本学の学生
諸君もこのように恵まれた地狸的風土に生きられる喜
びを十分に認識 してほ しいものです。

近年、県下各地で地理学を核と した研究所が発展 し
てきたことは注目されます。自分達の生活を取りまく
風土について学ぶ姿勢は教育の基本でもあります。義
務教育詑学校の教師をめざす教育学部の多くの方々に
は、自分のよって立つ郷土について、認識を深めてほ



しいものです。
今夏、お茶の水女子大学文教育学部地理学教室の学

生たちが約 1 週間にわたって富山県下を巡検 しま した。
「なぜ富山を フ ィ ール ドに選んだのかJ と質問 してみ

て解ったのは「富山県は地理学の実験道場だJという
ことです。東の 「黒部II扇拠出血樹土会研究所」から
西の 「砺波散村地域研究所」や 「五箇山山村セ ン
ター」まで、資料の整った研究機関がいくつも存在 し 、
野外調査の世話から資料のコピーまで、至れり尽せり
のサー ビスが提供されていることに、東京からやって
来た学生達は驚いたのです。学生j孔上に指導教官が大
助かりだったとおっ し ゃっていました。私たち地元の

新 任 の

教育学部数特ヰ教室の講師
と して、 1 0 月 1 日付けで赴
任いた し ま した。
私の専門は幾何学です。幾何
と聞くと、中学校時代に習っ
たユークリ ッド幾何学を思い
出 し て顔を し かめる方もい
らっ し ゃるかも知れません。
し か し 、私の専攻 しているの

は 「徴分幾何学J とい う 分野で、曲面を高次元に した
“多様体”とい う ものを扱っています。多様体の曲が
りぐあい （曲率）と多様体のいろいろな性質との関係
を主に研究 し ています。

私の生まれは埼玉県です。大学とた学院時代に一時
期東京に住んでいて関蔚直方での生活が長かっただけ
に、3年前に青森県の弘前大学理学部に就職すること
になったときは、冬の雪の生活に耐えていけるだろう
かと心配 しま した。幸い青森の住宅は暖房設備が しっ
かり していま したので、冬の生活はむ しろ弘前の方が

大学でも、これから大いにこのよ う な施設を活用させ
ていただき教育や研究の成果を上げたいものと希望 し
ている次第です。私が地理学の道を選んだ理由の一つ
は、思師団中啓爾先生の野外調査法に魅力を感じたこ
とにあります。先生の地理学は常に野外調査を基本と
したもので し た。実地に見て考えることを徹底的に仕
込まれま した。先生は健脚で、とても足速やで した。
これからはできるだけ機会をみて学生諸君とともに野
外へ出て歩きたいと思っています。皆様方のご指導御
粉達をいただきますと共に、くれぐれもよろ しく御好
誼の程をお願い申 し上げます。

、．，．、、
」ー 挨 拶

教育学部講師 岡 安 隆

快適で した（正月など実家に帰るときまって風邪をひ
いたものです）。冬の聞の運動不足を除けば、弘前は
自然に恵まれた住みやすい所で した。大学の校舎から
眺めた岩木山の四季折々の姿は、忘れ難いもののひと
つです。富山県もまた自然に富んだ土地であり、いろ
いろと旅行するチャ ンスができて喜んでおります。弘
前で覚えそこなったスキーも、今度はマスターできる
かも しれません。

大学院生の頃は、毎日ありあまるほどの時間があっ
て、いろいろと好きなことをやっていま したが、就職
してみると、生来の怠け癖が出て しまい、研究のペー
スがずいぶんと落ちたのではないかと思います。教育
と研究の両立は難 し く思えま した。

こちらに来てなおひと月です し、講義がはじまって
二週間も経っていないので、自分本来のペースがまだ
取り戻せていないよ う です。これから少 しずつ元に戻
して、じっくりと研究と教育に取り組んでいきたいと
思います。宜 しくお願いいた します。
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新 任 の ご 挨 拶

本年 8 月 l 日付で、工学部
電引青報工学科に着任致しま
L fこ。

御承知のように、電子情報
工学桝は従来の電気工学桝、
電子工学科に情報工学の講座
を加えて改組し、この四月に
開設したばかりの新しし吟全科
です。

私が大学に入学したころ、世の中では “電子” とし、
う言葉がもてはやされていて、電気製品の頭にやた ら
と “ 電子” が付いていたのを覚えています。電子
ジャ ー、電子ポッ ト等です。

そんな時代に電子工学を専攻しました。電子工学実
験で、 ミニコ ンを使ったコンビュータ実習があり、そ
れが コン ピュータとの出会いでした。

電子工学がよくわか ら なかったこともあり、結局大
学院では情報工学を専攻しました。

今世の中では、 “情報” という言葉がもてはやされ
ています。その立役者であるコンビュータですが、世
界初のコンビュータENI AC （エニアッ ク）が開発
されてまだ40 数年しか経っていないことを考えると、

新 任 の

今回の富山で25回目の引っ
越しである。佐賀 ・ 長崎 ・ 大
阪 ・ 東京 ・ 神奈川までが親の
都合で， あとの京都 ・ 大阪 ・
神奈川が僕の好みで渡り歩い
たということになる （このな
かでは， バイタイリティーに
溢れた大阪とイカ ガワシサを
漂わせた川崎の二つが，気に

入っている）。 そうなるとしゃべる言葉がと、うなるか，
と思われるかもしれないが，これが，やはり，言葉は
10 代始めで決定されるようで，つ ご う約 15年にわ
たって一番長くいた関西よりも， 中学 ・ 高校時代を過

工学部助教授 広瀬貞樹

その進化の速さ、利用分野の広がりかたには驚かずに
おれません。コ ンビュータなどおおよそ関係はないと
思われていたところでコン ピュータが重要な役割を演
じ、コ ンビュータを専門としない方でも、一頃の英会
話のように、 コ ンピュータを使えること、 コンビュー
タのことを知っていることが今や常識の時代になって
きています。そして、この進化は今後益々速さを増し、
幅を広めていくものと予想されます。

新しい学科で、そのコ ンビュータの進化に負けない
ように、教育に研究に頑張りたいと思っていますので、
どうぞ、よろしくお願い致します。

ところで、私はもともと富山の出身ですが、十数年
前に富山を離れてか ら ずっと太平洋側に住んでいまし
た。ですから今年は是非雪を見たいと思っています。
あの38 豪雪では、家の二階か ら 出入りしたことや、
道路の雪をのこぎりで切ってソリに乗せ川まで運んで
捨てたこと、かまく らを作って遊んだこと等を覚えて
います。もうそんなことはできないでしょうけど、子
供に真っ白の雪を見せてやりたいと思っています。

今年の冬は大雪であってほしいと、密かに期待して
います。

ご 挨 拶

教養部助教授 立川健治

ごした， 川崎・横浜の 「そうじゃんJ言葉が身につい
ている。

そのようななかで，関西の影響を残しているのが，
遊失ファンであるという，全国的に見るとマイナーな

（滋失を社会人野球のチームと思っていた人をぼくは
知っている）事実である。思い起こせばそれは 30
年前の 1959年， 生まれて初めて見たプロ野球の試合
が、日生球場の近鉄対大毎だったときか ら始まってい
る。苦節20 年、やっと優勝したと思った ら 、2 年連
続広島に負け （この頃は年間50 試合通うというよう
な夢のような暇な時間に生きていました），今回も巨
人ごときに負け，もう勉強にも身が入 ら ない （そうで
す， 僕はこの原稿を 19 89年 10月29日に書いているの
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です，それにしてもグヤジイー）。もう来年からは，
娘のようにロッ テ フ ァンになろう（実は，富山の前に
は，川崎， それも川崎球場のすぐ裏に住んでいて，よ
く 通 っ て い た か ら ，娘 が ロッテそ れも西村， ち
なみに背番号3. のフ ァンになってしまったのです）。

さて，最後に， 現在の研究テーマは， 「日本におけ
るアメ リカ 」である。これは，日本からアメ リカ に向
かったヒト・モノ の流れや日本におけるアメ リカ のイ
メ ージの形成課程を追うことで，さしあたっては，

「明治の日本Jを考えようというものである。そして，

薗 海外研修記

「明治期における賭博空間の変容（賭博が明治国家に
よっていかにねじ曲げられ しかもそれか現在の賭博
空間までを支配している，といったようなこと）J ' 
に関する史料払 昨年からぽつぽつと集めている（こ
れは趣味からこうじたもの〉。それから，富山にきた
からには，前々から興味をもっていた翁久允のことも
調べなければと思っている（これは 「日本におけるア
メ リカJと関連したもの）。

以上。今後ともよろしく， お願いします。

イ ギ リ ス 雑 感

19 8 8 年 8 月2 1 日～1 0 月2 0 日まで2 カ月間の
在外研究のために，イギリスに 1 カ月間滞在したあと ，
欧米をまわってきました。かつて私も一員として参加
した宮本又次編『アメ リカ の日本研究』 （蔚羊経済，
1 9 7 0 年刊）以降，ロストウやライシャ ワ ーらに

よって唱えられた日本 「近代化J論が，その後欧米に
於いてどの様に変化したか，その動向を調べてみよう
というのが，主なねらいでした。

「研究」そのものの成果は別にゆづるとして，ここ
では，イギ リスで見聞したことや感じたことなどを思
いつくままに述べてみたいと思います。といっても，
高々 1 カ月間の滞在ですから，きわめて表面的で，ほ
んのさわりに過 ぎないことになるでしょうが。

まず， ロン ドンへ着いて，真っ先に自に映ったのは，
豪華な装飾がほどこされた一般の住宅や建物，歴史の
重みや風格をただよわせた宮殿や寺院それに美締官や
博物館でした し また市中のあちこちにある芝生で緑
一面の大きな公園， 華やかな レ ッ ド カ ラーのダブル
テ’ッ カ ーといわれる二階建てパス， タワーブリッ ジを
水面に映すテムズ河やビ、ッ クべンなどでした。とくに
絵画の大好きな4、生にとっては，沢山ある美符茂吉の中
でも，ナシ ョ ナルギ ャ ラリーは，たまらない魅力でし
た。モネ， ドガ， コ 。ッ ホ， セザンヌ， ピカソ，マチス，
ルノアールなどのため息のでるような名画ばかり， し
かもこれが鮒ヰときている。何日間も通い詰めたいと
思ったものです。

ロン ドンから少し離れてみても， 自に飛び込んでく

経済学部教授 小松 和 生

るのは緑のジュウタンを敷きつめたような牧場と羊の
群れ そして小川や小高い丘の間に見え隠れするいか
にもロマンチッ クな教会や古城その周辺を取り囲む
メ ルヘンチッ クな町付村， なんだか軽井沢と志賀高
原， それに北海道のょいと ころを ミッ クスしてような
風景がごく普通の生活空間として，どこまでもひろか
がりを持っていたのです。思わずすばらしいところだ
なあ，と感嘆せざるを得ませんでした。これも一種の
カ ルチャ ーシ ョ ッ クだったと言えるでしょう。

それに多くの老人（夫婦）や障害者が観却由へでで
きて， ゆっくり楽しんでいる風景をよく見かけました。
ホテルゃあ重安全その他を扱うインホメ ーシ ョ ンセン
ターもよく発達しており， 国鉄の各駅も vistorの
荷物運搬のために，あるいは老人や障害者のためにス
ロープ化が完備されていて， 日本のJ Rなどとは格段
の差があるように思いました。ロン ドン市内を往き交
う人も白人，黒人 チャ イニーズや日本人を含むいろ
いろなアジア人など，世界各地の人々が入り交じって
いて，まさに人種のルツボの状態を呈しており，日本
人だからといってジロジロ見られるようなことはあり
ませんでした。 また， イギ リス人はlong queueと
いって整然とした列をつくるのを，日本人のように中
途半端でなく， ごく日常的な行為としており，また道
を尋ねても大恕見切で， これらは永い聞かかって築き
あげた生活習墳の好例のようにも思えたものでした。

しかし，以上のようなすばらしいイギ リスあるいは
ロン ドンに対して，一方では「英国病」とよばれる実
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に暗い沈滞 した憂欝な陰の部分があることも事実で し
た。それは， まず老若男女を問わず浮浪者， 乞食が非
常に多いことに表れています。一般の市民か， 職を求
めての旅行者で行き暮れた人か， それともその境界線
上にある人か， 区別がつきにくい人もかなり多く， と
くにロン ドン市内の各主要駅ターミナルの中や， すぐ
外にある公園などには， まさにウヨウヨといった状態
で した。とくに印象的だったのは， 一見紳士風に見え
るイギ リスジェントルマン氏が ごみ箱の中を， 古い新
聞だけでなく， たばこの吸殻を求めて漁る， あのもの
悲 しい光景で した。まさに， 忍び寄る貧困， 現代のイ
ギ リス資本主義の裏面を見る思いで し た。それに，
ター ミナルがきわめて汚く， British Railwayの中
も， シートなど破れたらそのままに放置されているも
のがほとんどだとし、っていようで しょう。この点別
にほめる訳でもないが， 日本のJ Rなどとは対照的で
す。由緒あるホールも， 有名ホテルも， 何か荒れいて，
無味乾燥に感じられたもので した。地下鉄も古い車両
で， 小さくて暗く， そのム変な臭いも してきたなら
しい。町中もゴミ処理が非常に悪いように思われま し
た。町にはいたるところにTo letの文字がかかげら
れており， 大d様々な ビルが貸 しに出されていて， 不

ウ イ ン ザ 一 城

圏 特定研究

況の一端を示 していま した。
このように現代のイギ リスは 豊かさ貧困とがきわ

だった好対照をな してるようです。一方では 1 8～ 1
9世紀に主に広汎な世界にまたがる植民地支配を通
じて蓄積 し てきた富で築き上げた社会的資本の存在

（遺産）は， 私のようなvistorlこ対 して， そのカ ル
チュアーの高さで一定のショックを与える側面をもっ
ていますが， 他の側面では， 今やイギリスにはそれを
維持・発展させるだけの実力もなく， いわは 荒れる
に任せているのが実情のようです。イギリスを訪ねて，
カ ルチュア・ショックを受ける人も多いと聞きますが，
それは， 一方の華やかな部分のみに眼を奪われている
に過 ぎないと思われます。その華やかな部分も， かつ
て七つの海にまたがって， あの否定されるべき苛酷な
搾取収奪とし、う方法によって築き上げた遺産なのであ
り， また， その遺産も今日維持することが困難な状況
にあるのです。 し か し， 一方， 彼らが， 過去に築き上
げたカ ルチュアそのものと， それによって派生 したよ
き生活習慣などは， 私たちが学ぶべき多くのカ ルチュ
ア性をもていることだけは確かで しょう。現代のイギ
リスはそのような矛盾のルツボの真唯中にあると思わ
れて仕方がありませんで した。

タ ワ ー ブ リ ッ ジ

二酸化鉛薄膜の特性

特異な機能を有 し良伝導体である酸化物と しては，
特に二酸化鉛が古くから知られている。このような物
質を強靭な基体表面に薄膜と して固定 し，電節子解用
の電極と して， または国体調蝶と して利用できれば
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工学部教授 西部慶一

工業的にも大きな意味を持つことになる。
二酸化鉛にはOrthorhombicに属するα型とTetrago

nalに属する8型の二種の結晶変態が存在 し， 電気抵
抗消耗量および硬さなどの点において， β型の方が



勝れた特性を持っていることが分かっている。二酸化
鉛を電気分解の陽極として用いると， 酸素過電圧はほ
ぼ白金に匹敵するほど高い値を示し白金やその他の
電極においては非常に効率の悪いヨウ素酸塩の過ヨウ

素酸塩への酸化や， クロム（Ill)のクロムCVDへの
酸化などに対して約80%以上の効率で反応を進行さ

せることができるなど， 非常に特異な触媒機能を示す。
また水溶液電解によるオゾン生成においても， 約10%
の電流効率を示すことが分かっており， 他の電極の追
随を許さない特性を持っている。

このように二酸化鉛は勝れた機能を有する物質では
あるカえ硬いがもろい特徴があり， 長時間の使用にお
いては， 二劇幽自身の消耗はほとんど僻見できるほ
ど少ないが，基体との密着性の悪さや二酸化鉛層の歪
の蓄積により割れを生じ脱落するに至り， そのため寿
命が比較的短くなる欠点を有している。

二酸化鉛と比較的密着性の良い物質として知られて
いるのはガラス， 白金， 酸化イリジウムなとであり，
その他の例えば黒鉛などとの密着性は悪く良好な結果
を示さない。基体物資として最も良好な特性を持つ物
質としては， チタニウムが考えられるが， この表面に
薄膜として二酸化鉛を強く固定するためには， 中間層
を形成する必要があり， 従来より種々研究されて来て
おり， 現在では白金をスパッタリングにより分散させ
るか， 酸化イリジウムを固定させる方法か取られてい
る。

二酸化鉛を薄膜とし基体面に接着させるには， 色々
な手段が考えられる。例えば最近流行しているスパッ
タ一法やC VD法などを用いることも考えられるが，
水溶液から電解酸化する方法を用いることが最も簡便
であり， しかも電位こう配のあるふん囲気で， 大きな
過電圧を掛ける条件で行なえばかなり強固な膜を作
ることができる。しかし， いずれにせよ，基体と表面
の二酸化鉛結晶層は異物質であり， 結晶生長の聞に必
然的に歪を生じ それが蓄積されれば遂には割れが生
じて来ることは， 避けられない現象である。

我々の研究室において，基体との密着性の良い条件
などを追求するため、取りあえず歪の蓄積状態を角朝月
することとした。歪の in-situ 測定法としては，
電極表面の湾曲度を測定する方法， リボン電極の伸び
を測定する方法や圧電素子による方法などが開発され
て来ている。しかしこれらは， 小さい歪の測定に適し

ており， 割れを生ずる程度の測定は不可能であり， ま
たこれらの方法は煩雑な方法で、あった。近年， 高分子
接着剤の開発は目ざましく、かなりの酸化性ふん囲気
においても絶縁性を樹寺できるものが発明されている。
酸化性ふん囲気の水溶液中で， 歪ゲージを電極表面
に張付けて測定する方法が可能であるのではなし、かと
考えて， この方法の適否について検討した結果、うま
く行くことが確認できた。この方法を用いて， チタニ
ウム基体に二酸化鉛を電解法により析出させ， その結
晶の厚み方向への生長にともなう歪を測定した。少数

点以下一桁のkg・mm-2単位のstressの時間的変化を
正確に測定することができた。また， 割れの生ずる際
の大きな歪変化も記録することができ， 従来用いられ
て来た方法に比べ簡単にin-situに歪を測定する方
法であることカ灘認された。さらに， 鉛とタリウムの
複合酸化物を電着させ， その際の電着歪を測定した。
この場合はほとんど歪を示さないでで結晶生長するこ
とがわかった。鉛とタリウムの複合酸化物は超伝導性
を示す結晶形の一つであると言われている。当研究室
には装置がないので超伝導性は測定していないが， 複
合酸化物を水溶液からの電折によっても得ることがで
き， またその物質の超伝導性と歪が関連があるのかど
うか不明であるが興味ある事実持制された。その他，
ガラス結搬の布を中間層として二酸イ幽をチタニウム
面に析出させると， 非常に耐久力のある複合層が形成
されることは， 当研究室において以前より離忍されて
いたが， これらの結晶生長過程における歪の生成につ
いても測定した。ガラス繊輝が存在していても， こ
の複合層の歪はガラス結排出曹がない場合とほとんど変
わらないことカ潅醐Ifされた。この複合層の耐久性の大
きい原因は， S EMによる断面の観察から， 割れに至
る伝ぱをガラス繊維が妨害していることによるものと
考えられた。

このような一連の研究により得られたとは， 比較的
手近にある材料でも， その特性を深く追求するとによ
り， 特異な性質を見出したり，有効に利用しうる可能
性がまだ充分残っていることが確認されたことであっ
た。

本稿は特定研究 「機能性伝導酸化物度膜に関する研
究」の一端を紹介したものである。この研究に御協力
賜りました諸氏に対し厚く謝意を表します。
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留学生活の半ばを終えて

外国人留学生（教育学部） 庇互ジャネッテ（ブラジル）

私は県費留学生としてブラ
ジルから参りました， 日系の
三世です。今年一年， 日本で
勉強することができて， 大変
嬉しく思います。ブラジルよ
りも進んでいる祖父母の国を
見ることができるのは， 夢に
も恩わなかったことでした。

今でも成田空港に着いた時
のことが思い出されます。日本に来たことがまだ信じ
られない感じでした。しかし私の周りを見ると， 日本
人の顔がびっくりするほどたくさんありました。それ
でも知ってる人は一人もいません。その時 「もう日本
なんだ。私は何も分からなない。どうしたら良いのだ
ろう。誰かに聞いてみょうか。」と考えましたが， 本
当は質問する内容さえも分からないくらいでした。た
た富山県関係の方が同行してくださったので， 少し
安心できました。それでも東京から富山までの聞はま
だとても不安でした。その頃日本は初春で景色がき
れいだったと思いますが， その時の私には全然何も見
えませんでした。ひどい不安に包まれていた私は， 何
とか自分自身を取り戻そうと必死でした。今まで生き
てきたことの自信が萎えてしまったようでした。

富山駅に着いた時， 親戚ゃあ童の皆様が温かく迎え
てくださいました。その時のありがたい気持ちは絶対
に忘れることができません。大変嬉しくて， 自に涙が
溢れてきました。

しばらくの間， 時差のせいで夜は眠れませんでした。
そこでいろいろな体験や数多くのできごとを思い出し
ていました。そして， 目的意識をもってiC：強く暮そう，
自分自身を伸ばすように頑張ろうと心に決めました。
この決心ができてからは， 日本というものを落ち着い
て見ることができるようになりました。

春は大変素晴らしい景色でした。さくらの花が街中
に， 夢のように咲いていました。そして， この景色に

相応しい人々とたくさん知り会えました。皆様から大
変ご親切にしていただき， 人間関係がさくらの花のよ
うに咲き始めた感じでした。とくに一番ありがたかっ
たのは， 古瀬光子さんと知り合えたことだと思います。
古瀬さんは， 私の拙い， でも心の底からの表現を一生
懸命に理解してくださいました。今，彼女は“My
Japanese mother”という存在になっています。

夏になって， とてもきれいな日本海と太平洋を眺め
ることができました。ま た， 各国からの留学生とお会
いできる国際交流の催しを通じて， 人間関係が広がり，
日材士会の仕組みゃ風俗・習慣例〉し理解できるよう
になりました。

日本に来てから半年。季節は今， 秋になりました。
木の葉が素晴らしい色に変わっていく景色の中におり
ます。私には生まれて初めてのことで， び、っくりしま
した。この季節のように， 人々の心も紅葉漂わす風に
吹かれながら広がっています。日本人ゆ心の中にも季
節・自然Jが流れているように感じられました。

また， 秋は故郷か恋しくなる季節で， 両親や祖父母
・兄弟のことを思い出す時間が多くなります。日本で

のこの一日一日を楽しく生きていたなら， この秋風の
芳香が家族の心まで伝えてくれるのではないか， そう
祈りながら日常生活を続けています。

大学の勉強については， 初めの目標以上に研究がで
きたと思っています。これは教育学部の皆様， 特に室
橋先生のご厚意によるものです。大変良い勉強ができ，
日本の文化や日常的な考え方を学ぶことができました。

日本の皆さんとの交流の輪がだんだん広がり，友達
もずいぶんと増えました。日本の山川， 景色文化と
価値観を学ぷこうした機会を私が得ることができたの
は， 両親の好意によるもので， 心から感謝しています。
これからも人間関係がさらに広がり深まるよう， また
私の周りにいる人々が幸せに暮らしていけるよう， 心
から願っています。

唱－EA・－EA
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外国人留学生（教育学部） 清水マルシア小百合（ブラジル）

祖父母および父の故郷であ
る日本については， 幼い頃か
ら数多く話を聞かせてもらっ
ていました。もちろん世界中
で有名な現代の日本ではなく，
戦前の日本ふるさとを思い
出しての懐かしい日本につい
てですが， 物語を聞かせても
らうたびに天国に近い島を夢

見ていた自分が思い出されます。また， 日系人として
長年， 日本語教育を受け， いろいろな形で， 日本の文
化に触れながら私は育ってきました

このように“ 日本風” の環境の中で， ものの見方や
考え方が養われていくうちに， 知らず知らず日本に対
する関心は深まり， 母国（ブラジル）へ捧げる愛とと
もに， それは私の中で大きくなっていきました。そし
てこの思いは， 祖先の国をもっと詳しく知りたいとい
う願いにやがて高まっていきました。

日本に来たのは， 単なる好奇心からではなく． 祖先
ひいては自分の存在を確かめるためでもあります。日
本人の血をひいている私にとっては， この祖先の地・
蔚羊の島国での生活は， ブラジルでの生活とはかなり
違っていて興味深いものです。しかも一人の人間とし
て自分を磨く好機でもあります。そして皆さんといっ
しょに日本文化の中で生き， 自分を捉え直していくう
ちに， もう一つの自分像というか， 自分でも気づかな
かった日本人的な側面が発見されるようになりました。

前にも書いた通り， 日本のことを以前から少しは
知っていたためなのか， 文化的な衝撃はあまり受けま
せんでLた。食べる物もほとんど変わりませんし習
慣もあれこれと祖父母から伝え聞いていた通りで， 多
少近代化してきでいても基本的には大差ありませんで
したからわりとスムーズに新生活に入れました。も
ちろん，親許から離れて暮し始めたひと月は不安な感
じでいっぱいでしたが， それでも周囲に暖かく支えて
もらったおかげで， ひどいホームシックにもかからず，
元気に毎日をおくることができました。

県費留学生として一年間， 富山大学教育学部でお世
話になります。この間に， 世界から注目される日本の
教育や文化を勉強しできるだけ身につけて， 今まで
持っていた幼児教育に関する自分の考えを見直す機会
にしたいと思っています。大学側からも感謝しきれな
い程に助けていただいており， 演習・講義研究や実
習を通じて， 日本の幼児教育の一端を学ばせていただ
いています。また，教育研究や祖先の勉強に留まらず，
留学体験とそれを通しての貴重な社会勉強をしていま
す。

ところで， 日本人は外国人に対してあまり受容的で
はないとよく批判されますが， これは日本人だけの問
題なのでしょうか。交流というものはもともと両者が
瑚草し合ってできることです。そう固く信じて初めて
可能なことです。ましてお互いが違った文化の中で生
まれ育ったような場合には， より長期間の交際が必要
で， それに基づいて関係が築き上げられていくので
しょう。私はそう教えていただきました。

一口に国際交流と言われますが， その実現は非常に
難しいことです。互いの違いを認め理解し合ったのち，
もう一度自分の文化を見直し， 相手の考えをプラスの
方向で導き入れることが重要です。それは，無条件に
自分の文化を変えてしまうことではありません。もの
ごとをより総合的に捉え， 異なった視点から眺める態
度を養うことなのでしょう。

7ヶ月前の私に比べると， どことなく成長できてい
るように思います。こうした進歩も， このような心強
い人間関係に支えられているおかげです。一見しただ
けでは日本人とあまり変わらないと言われる私ですが，
心は60%ぐらいブラジル人なのだ， ということを確
認できました。しかし， この半ばy）＿上を占めるブラジ
ル性に加えて， この留学を通して発見できた， キラリ
とかがやく40%の日本性を活かしていきたいと思い
ます。その上に立って， 教育あるいはこれからの私の
人生を見つめ歩むよう， 努力していきたいと願ってい
ます。

司＆唱EE－－
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画教 育学部

平成元年度教育実習の指導を顧みて

平成元年度の教育実習は，9月6日に始まり10月19
日に修了した。 （前期4年生9月6日～9 月26日，
後期3年生9月29日～1 0月19日）この間，68名の4
年生と7 0名の3年生が実習の体験を行ったのである。

本年度の公開授業には，例年に比べて多くの参観者
を得ました。特に，学部の先生方には何度も足をお運
び戴きました。厚く御礼申しあげます。

本年度は本校の体育館が改築中ということで，体育
の授業を附属養護学杭付属中学校の体育館で→日実
施させて戴くとし、う状況だったため，実習生の諸君に
は何かと不都合な生活を強いることになった。

また，例年のことながら，本校が2学級という中規
模学校であるため，各クラスに5名～ 7 名の教育実習
生を配属しなければならず，各教官には夜おそくまで
ご指導戴くことになった。下校時刻を6時にお願いし
ていたが，実際には平均9 時の下校となってしまった。
この時期の6週間は，教宮にとって凶邑酷な勤務態勢
の中で生活を強いることになった。深く感謝を申し上
げたい。いつの日か，学級増の日を現実のものとして
考えていかなければならないことを今年も痛感した。
本校で実習を終えた138名の学生諸君の姿を振り返

ると，幾つかの課題が指摘できる。紙面の字数もある
ため三点あげてみる。

その一つは，基本的な生活習慣の欠如ということで
ある。 「挨拶が出来ない」 「時聞が守れなしリ 「自分
の責任が最後まで果たせなしリ 「チームワークか取れ
ないJなど，どの教富からも愚痴が出てくる始末であ
る。特に3年生に多くの問題を抱えていたように思う。
このような姿を防がなければいけなし、

二つ目には，授業実践への構えである。
本校で行っている公開授業や観察授業さえも見てい

ない学生がいるのには驚きである。授業を基本に置い
た事前の学習が不足している。授業の進め方や樹オの

附属小学校実習部長 水上義行

作りかたなどへの関心を， より強くもってもらわなけ
ればいけない。実習生の前に座っている子供はモル
モットではない。かけがえのない子供たちの存在を意
識した姿が欲しい。

三つ白は教えてもらおうという受け身の構えである。
実習では自分の実践を教官の手助けで試してみよう

という姿が欲しい。すべて教官の支持がなければ動け
ないから，授業にならないののである。ほとばしる情
熱が感じられないのか残合、である。教育学部を目指し
た原点、に立ち返り，自分の生活に授業を位置付けても
らいたいものである

問題点ばかりを指摘してきたが，すべての実習にあ
てはまるわけではない。中には，素晴らしい実習生に
巡りあうこともできた。

遠く県外のユニークな実践校へも足をのばし，実践
力のある教師の授業を積極的に観察したり，著書を読
んだりして，授業を見る目，授業を創る目を養ってい
る。このような実習生は，授業の進めかたはもちろん，
子供への接したかも抜きん出ている。すぐにでも現場
に立たせてみたい実習生もいた。

このように，どの教宮が見ても関心することの多い
実習生がいたのも事実である。

さて，平成元年度の教育実習は終わった。
3年生， 4年生ともに3週間の実習を終えて，子供

たちとの別れを惜しんだが， 子供は声をあげて泣き
じゃくり ，実習生諸君も泣Lサこ。その胸のうちに去来
したものはなんであっただろうか。こどもの純真な姿
に接して，教師への道をより確かなものとした学生が，
一人でも多く出てくれることに期待をしたい。そして，
今後は互いに実践を持ち寄って子供のことを語りたい
ものである。

附属の全教官は，その日が実現することを夢に見て
いるはずである。
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教育実習を終えて

教育実習が終わりました。 4 年次は6週間という長
期間にわたるものでした。この期間を私は附属養護校
高等部33人の子供達の 「先生J として過 ごしました。
自分の憧れていた 「先生」とし、う立場。紡盟関ではあ
りましたが， そ の夢にまでみた 「先生」として実際に
教壇に立ち， 充実した日々を体験することができたの
です。

昨年は， 堀川 ｜伊織で実習をさせていただきました。
一番最初にズラリ と教室に並んだ子供達を前にした時
は， 喜びと同時に， 自分に与えられた責任の重さを感
じ ました。教育実習生といっても子供達にとっては，
大ベテランの先生方と同様， 彼らを指導する 「先生」
なのですから。正直なところ， 訳もわからず無我夢中
のまま， 3年次の実習は終わってしまったような気が
します。

そんな3年次の実習でしたが， そ の実習の体験のお
かげで， 今年の教育実習には， かなり心に余裕をもっ
て様々な課題に取り組むことができました。養護学校
と小寺犠というように， 実習を行った校種は異なりま
したが， 授業やその他の点で基本的なものは全く同 じ
だという印象を受けました。実際に授業をするにあ
fこって， 昨年堀川／同椴で身につけたものカ注きてく
るということがかなりありました。醜事力の十分でな
い知恵遅れの子供達を相手にするとき， 発問， 指示等

教育学部 4 年 加 藤 政 昭

はシンプルでわかりやすいものにしなくてはいけませ
ん。それだけに， 知恵遅れの子供達を相手にするとき
こそ， 授業技術など教師の力量が問われるのではとも
感 じ ました。授業の基礎の基礎とも言える理合が， 知
恵遅れの子供達の授業の中にはあるような気がしまし
fこ。

今年の実習では， 樹オ研究などでどうして良いかわ
からなくなったとき， 昔受けた講義のテキストやノ ー
トなどを読み返してみることがありました。教育実習
とは， 普段の講義の中で受けた知識を生かすものであ
ると， あらためて感 じました。実に当り前のことです
が， これまで不勉強であった私にとっては， 教育実習
に熱中すればするほどいい加減に講義を受けてきたこ
とが悔やまれました。

教育実習が終わり， 私の手元には， 厚い実習録が残
りました。実習中の私の思い， 私なりに取り組んでみ
た授業分析や粉オ研究のことなど， とにかく毎日ひた
すら書き続けてきたものです。この中には， 夢中で実
習に取り組んでいたときの元気な私が写されています。
この実習録を読めは 子供達と過 ごした楽しい思い出
が心のたかぶりとともによみがえってきます。この実
習録を私の心の友として， 教員となっても大切にして
いきたいと思います。

平成元年度教育学部秋季学生合宿研修を終えて

立山連峰もすっかり雪を頂いて， 季節は冬の到来を
告げています。思えば， あの立山の麓にて， 私たち教
育学剖注は， 9 月 4 日から3日間の合宿研修を行った
のでした。

この教育学部合宿研修は， 教育内容の充実と学部生
相互の親睦を深めるために毎晴子われているものです。
今回の合宿では， ( 1洪同生活による相互啓発と連帯感
の育成を図ると共に， 集団的な教育詰活動の指導力を
身につけること， （2）自然愛護を通して豊かな人間性の
形成に寄与し優れた資質の教員の要請を図ること，
を目的に行いました。

実行委員長 長 井 宗 路

6月に私たち実行委員が選出されてから， 私たちは
夏休みも半ば返上して． 企画と運営について全人りに
話し合いました。 8 月には実行委員の事前研修を呉羽
少年自然の家にて行い， 宿泊学習 ・ 野外生活の意義と
指導法について職員の方々から指導を頂きま した。文，
国立立山少年自然の家を実際に何度か訪ねて， 職員の
方々と企画 ・ 運営について打合せをしました。

実際の合宿では， 計画当初から天候が気になってい
たものの， 全日程を通してテント生活で行いました。
天候の羽頓もありましたが， 何とか雨をしのぐことが
できました。デ ィ スカ ッ シ ョ ンでは， 企画委員が作成

- 14 -



した資料をもとに， 校員lj， 性教育， 道徳教育などの現
代の教育問題を中心としたテーマについて， それぞれ
熱の入った討論が交わされました。 レクリェ ーショ ン
では， クイズに運動を折り混ぜたゲームを行い， 楽し

いひとときを過ごせました。 キ ャ ンプ フ ァ イヤーでは，
誰もが一体感を感じた様子で， 連帯感の育成につな
がったようです。 又 自然観察とオリエンテーリング
は， 天候羽i頂のため中止となったのですが， それに変
わる周到な企画が用意されていなかったことは， 十分
反省されるべき点です。

本合宿及び企画と運営に携わる中で， 野外教育及び
宿泊学習が， 現在の学校教育においてどんな意義を も
つのか考えさ せられました。現在の社会構造の中では，
教育の手段としての樹ヰが目的化されて しまっ て， 教
育の本質からはずれてきている よ うに思われます。

フ ォ ーマルな学校教育では求めることのできない教育
が野外教育の中に求めることが出来ます。 そこでは，
体験学習を通して， 児童 ・ 生徒の自律性や自発的な活
動が期待でき， 又 集団活動における自分の位置と役
割を知ることより， 協調性を高めることも望めます。
又 自然に接する中で， 自然の神秘や生命の大切さに
気づき， そこか ら自分を見つめなおしたり， 日常生活
に潤いを与え ら れたりすると思われます。

本合宿が参加者にどのようにと ら え られたのか， 企
画 ・ 運営をした立場上気になるところですが， 3日間
の共同生活を通して学部生相互の親睦が深め られ 優
れた資質の教員を目指そうとする意気るみは十分感じ
られました。 本合宿が， 大学生活の潤滑油となり， さ
らに教員を目指す手だてとなれば実行委員長として，
これに過ぎる喜びはないと思います。

5足5足免免S足5足.fl免 学 生 部 だ よ り免免免免Jl免匁免

リ ー ダー研修会を終えて

今年も 10月3日～5 日の2 1白3日の日程で， 大山
町の山野スポ ー ツ センター に体育系サー クルのリー
ダ一樹甫 ・ 現リーダー達を一堂に集め， リー ダー研修
会を行いました。 今回は， 参加者に確聞たるリーダー
シップを持っても ら い， 頭に各自の 「リー ダー像J を
描いても らうことは もちろんのこと， 実際にリーダー
としてクラブを運営していくための知識や｛.構えなど
を認識しても ら うことを目指 しました。 尚， 企画段階
か ら全クラブへ参加の呼びかけをしていたにもかかわ
らず， 当日になっての不参加等 も含め， 全クラブ参加
のも とで実施できなかったことを大変残念に思うとと
もに， 今後， 配膚していってほしいと思います。

さて， 研修会のメ インとなる分科会 （討論会）です
が， 有効に討論を進めるために， 参加者を6つの班に
分けて， 「クラブにおけるリー ダー シップ」という
テーマで3回行いました。 体育会クラブのリーダー と
しての自覚や， クラブ運営における問題点や工夫と
いった内容で話し合ったのですが， 他のクラブのリー
ダー達との活発な意見交換は 今後の活動に大変役立
つことと思います。

新子委員長 鐙斉学部3年 横 山 孝 宏

講演・講義は， 全部で6つ行いました。 一つ一つが
豊富な内容を持ち， リー ダーとして， そして， スポー
ツ選手として， 参加者には大変参考になったと思いま
す。 学外か らは， 富山市民病院脳神経外科部長の山野
清俊先生， 社会保険高岡病院副院長の山田均先生， 雄
山高等学校続命の山中茂先生に講演をお願し 、しました。
また， 学内か らは， 体育教官で教養部教授の福田明夫
先生， 同じく教養部助教授の布村忠弘先生に講義をし
て頂きました。 布村先生には， 講義との関係で実技演
習もして頂きました。

そして， 全ての日程を終えた夜， クラブ相互の親睦
を図るために自由交歓会を行いました。 皆， 研修会の
疲れなど何処へや らで， 和やかな雰囲気の中で， 自分
のクラフ守について熱っぽく語り合い， また， 各クラブ
独特の歌も飛び出し， 大変盛り上がったものとなりま
した。 最後には， 参加者全員で肩を組み， 大学歌を歌
い， 互いに弼長ろうと誓いを立てました。 それは， 体
育会クラブの 「団結」 を見るようで， 本当に有意義な
ものとなりました。

こうしてリーダー研修会は終りましたが， 研修会が
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意義あるものであったかどうかは今すぐにはわかりま
せん。今回 の研修会は， 参加者の皆さんに 「リー

ダー」 や 「クラブ運営J とし 、ったことについて考える
l つの機会であったと思いま す。今後は， この機会を

きっかけと し て， 更に考え， 実践 し ていってもらいた
いと思いま す。ま た， 研修会で得たものを， クラブ員
に伝え， 明日の体育会クラブの発展と前進のために生

熱心に講義を聞く受講生

か していってほ しいと思いま す。そ して， 是非とも，
今回の研修会が意義のあるものであったといえるよう
に して下さい。

最後になりま したが， この研修会を行うにあたって，
体育教官， 学生部の方々に大変御苦労をお掛けし多
大な御協力を頂いたことを深く感謝いた し ま す。

ありがとうございま した。

テ ー ピ ン グ実習に取り組むリ ー ダー

交 通 事 故 防 止 に つ い て

あ直死亡事故の激増から第 2 次交通戦争とま で言わ
れる昨今， 本学学生の学内・学外におけるあ車事故も
後を絶たず， 4月から 1 0 月ま での間だけで， 既に 1
4件ものあ車事故が報告されていま す。

これらのあ直事故のほとんどは， あ車ルールを厳守
していれば防げたと思われま す。

交通安全のために
1. ス ピー ドは控え目に
2 .  交差点では必ず安全磁志を
3. シー ト ベル ト ・ ヘルメ ッ ト の正 し い着用を
4. 飲酒運転は絶対 しない
5. 歩行者・自転車をみたらま ず減速を
6. 歩ける場所へは歩いて行こう

あ直事故は被害者も悲惨ですが， これに劣らず加害
者も悲惨です。あ亘事故の当事者にならないようあ重
安全に心がけて く ださい。

ま た， 富山県内のあ直死亡事故はE恒芋に比べて3 0 
%を越える増加 （増加率全国ワース ト 6位）となって
おり， 万全の注意を払 つ ての自動車・オー トパイの運
転を呼びかけます。

ところで， 大学構内での移動に， ま だ自動車・オー
トパイを利用 している学生が見 られま す。授業・課外

活動・食事のための移動の際は， 自分の足を利用 して
くださL 、。

本学学生の関わっ た晶丘3年間のあ亘事故の内容は
別表のとおりです。
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本学学生の 関わ っ た 過去 3 年間の事故の 内容調べ

一一一一一一一一 昭 和 6 2 年 度 昭 和 6 3 年 度 平 成 冗 年 度
計

事 故 の 内 容 4:主＇： 内 寸Aムd与」 外 Aザ＇－＇ー. 内 Aチ.u.ー 外 A千...,_ 内 品弓孟孟与． 外
自 動 車 ど う し 5 件 2 件 4 件 3 件 件 件 1 5 件

自 動 車 と 自 転 車 2 3 8 
自 動 車 と 歩 行 者 3 3 2 8 
自 動 車 自 損 3 2 8 
自 動 車 と オ ー ト パ イ 5 4 2 3 2 6 2 2 
オ ー ト バ イ と 歩 行 者 2 3 

計 1 6 1 1 9 1 4 4 1 0 6 4 

（ 注 ） 平 成 元 年 度 は 10 月31 日 ま で の 件 数

冬期の路上又は駐車場での 自 動車等の放置 自粛について （お願し か

今年も降雪期を迎えま したが， 構内道路，駐車場の
除雪を例年どおり実施する予定です。

ついては， 路上又は駐車場での自動車等の放置は除
雪作業の妨げと なり， 他の通行の支障と なるばかりで
なく， 放置自動車等への損傷の原因と もなりかねませ
んので， 是非と も こ のような路上文は駐車場での放置
を慎んで， 効率的に除雪作業ができるよう一層の ご協
力をお願� ＼し ます。特に路上は， 降雪のため危険な状
況と なり， さ らに， 除雪のため道路が狭くなり人の歩

行や自動車等の通行の妨げと なりますので除雪後も絶
対駐車 しないようにお願い します。

なお， 実験研究などで止むを得ず夜間か ら早朝に亘
り駐車場に駐車する必要がある場合は，あ ら か じ め所
属部局会計係等へ車番， 駐車場所， 所有者の氏名， 所
在及び内線電話番号などをご連絡の上その指示に従 っ
てくだ さ い。

全学の教職員， 学生の皆さ んの御協力をお願L 、 し ま
す。

冬山登山の事故防止について

冬山登山における遭難事故が依然と してあと をたた し 豊富な経験と 優れた技術， 指導力を持つ リ ー ダー
ず， 例年， 年末制台には多くの遭難事故が発生 してい のも と で， 慎重かっ適正な計画 と 万全の準備を整えて
ます。 登りま し ょう。

冬山登山は，たと え知識や経験，技術に優れていて 知識や経験， 技術の未熟な者はこの時期の登山は慎
も 天候の急変が直接遭難事故に結び、つく こ と を肝に みま しょう。
銘じる必要があります。日ごろか ら ， 体力の増強に努 なお， 登山の際は必ず登山計画書を作成 し関係者へ
ぬ 十分な訓練を積んだ人が， 冬山の特性をよく理解 提出 して下さ い。
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留 学 生 が 和 紙 漉 き に 挑 戦

本学に在学する外国人留学生の修学の一環と して，
例年行 っ ている見学旅行を今年は， 去る 1 1 月 l 日
（水） 留学生2 2 名参加のもと， 八尾町にある桂樹舎
で伝統ある越中和紙の紙漉きに挑戦 し ま した。

桂樹舎では， 従業員の方々の手ほどきを受けなが ら ，

紙を漉く留学生

思い思いの構図で和紙を漉き， それぞれの出来具合に
一喜一憂 し， 楽 しし、時間を過 しま し た。

その後に， 民俗工芸館を見学 し 帰校 し ま し たが，
各留学生には短い時間であ っ たが， 今回の旅行を通 し
て． 親睦をより一層深めたよ う です。

出来上り笑えむ留学生

平 成 元 年 度 後 期 授 業 料 免 除 に つ い て

平成元年度後期授業料の免除については， さきに開
催された授業料等減免選考委員会の選考を経て， 出願
者655名（学部609名， 大学院46名） の う ち， 450名
（学部423名， 大学院2 7名〉 が全額免除， 93名（学部
82名， 大学院 1 1名） が半額免除を許可され， 33名が
不許可となり， 残る79名（特別な事情2 名， 私費外

区 分 出 願 者

A子ムら与 部

大 手Aム4』・ 院 5 2 

言十 6 2 7 

国人 12名， 超過免除65名） は， 文部省へ申請ること
にな っ た。

授業料免除及び奨学金を希望する者で不明な点があ
れば厚生課奨学係文は各学部の学鴇係（経済学部， 教
養部は学生係）において相談 してくださし ＼o

なお， 前期授業料免除実施状況は下表とおりです。

許 可 者 不 許 可 者

5 1 1 名
2 4

名
( 1 2 2 ) 

4 8 
1 5 ) 

4 

5 9 9 
( 1 3 7 ) 

2 8 
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平 成 元 年 度 後 学 期 専 門 課 程 移 行 者 調

〈元. 10. 1 付〉
A手Lι・

学＼ょと竺度
専 門 教 育 課 程 移 行 者 数 移行不許 移行対象

部 59 60 61 62 63 可 者 数 者 数
人 人 文 A子主4弘・ 科 86 14 10 1 

圭回五口 A千主4」・ 文 �孟� 科 91 5 97 
文 計 177 19 19 8 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 120 4 12 4 
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 67 6 73 

養護学校教員養成課程 1 8  。 1 8  
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 27 。 2 7  

育 情 報 教 育 課 程 39 40 
計 271 1 1  2 82 

昼 経 済 学 科 7 1 16 37 161 
経

間
経 営 学 科 2 1 14 1 8  134 
経 営 法 学 科 3 2 8 8  22 1 15 

主 計 4 1 1  31 8 77 4 10 
夜 経 済 学 科 4 4 

間
経 営 学 科 2 1 3 

済 経 営 法 学 科 3 3 
主 計 2 8 10 

数 �ι － 手ヰ 2 36 10 50 
物 理 Aザ..，＿ー 科 3 33 14 50 

理
化 $: 科 36 8 45 
生 物 守ふ忌よム． 科 3 2 8  9 42 
地 球 科 A寸U一． 科 2 31 7 4 1  

計 3 5 8 164 4 8  22 8 
電 気 工 � 手キ 51 9 62 
工 業 化 f ι 科 3 36 2 1  62 
金 属 工 井十比 科 3 34 15 52 
機 械 工 学 科 4 43 16 64 

工
生 産 機 械 工 学 科 42 6 50 
イヒ ふ寸は・． 工 $ 科 35 2 1  57 
電 子 工 A子..，＿与 科 4 33 2 1  5 8  

計 2 2 17 2 74 109 405 
� 計 2 4 12 39 1. 204 272 l, 533 
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キ ャ ンパスの草本誌 （ 1 ) 

キ カ ラ ス ウ リ (Tr i cho s an t hes  K i r i  l ow i  i Max im. var. j apon i ca ） ウ リ 科

一 根 茎 か ら 天 花 粉 －

キカラスウリはつる性の多年草で， 他の植物にまと
いついて茂る。根は地中深く入り， 太いものは人の腕
ほどもあり， この根のでん粉からあせ もに用いる天花
粉 （天瓜粉）をつくる。寒中に採集 したもの滑らかで
最高と さ れている。

雌雄異株で花期は夏。花は白く花冠裂片は し ゃも じ
型で， 先が糸状に細かく裂ける。ナデ シ コ の花のよう
である。果実はラグ ビーのボール型で長さ B ern内外。
初めは淡緑色で青白色の縞模様が縦にある。熟す と黄
色くなる。中に扇平な種子が入っている。

朱色に熟すのがカ ラスウ リ CT. cucume ro i d es） 。キ
カ ラスウリよりも小さ く長さ 5 cm程度。球状のものも
ある。これは ピンポン玉ほどの大きさ である。果実は，
普通， 葉のわきに l 個なるが， まれに2 -3個のこと
もある。種子＇t't/J，？キリの頭に似ている。これを結び
文に見立てて玉章の古名があ る。花冠は深い星状に
聞き， 先が レース状に細かく乱れる。キカ ラスウ リよ
りもはるかに縦因。いずれも夕方に開花するが， カ ラ
スウリは早朝 しぼんで しまう。夜でない と 見られな い 。
根茎のでん粉は天才印Hこ， また果肉は粘りがあり乾燥

しにくいので， ひひ、ゃあかぎれにつける。
キカ ラスウリは北海道から九州， 奄美大島に， キカ

ラスウリは本州から九州， 台湾， 中国な どに分布する。
本学キャ ンパスでは， キカ ラスウリは本部横とバス

停前の生け垣にある。だが取り除かれて果実は楽 し め
な い。また， キカ ラスウリは自然観察実習センターの
林縁にあり， 晩秋の陽差 し と よく似合う。

教育学部教授 長 井 真 隆

キカ ラスウ リ（左）と カ ラスウ リ（右）

学園ニ ュ ー ス編集委員

学生部長 滑t j華 弘 理 学部 松 本 賢 一

人文学部 河 村 貞 枝 ／／ 広 岡 公 夫
／／ 山 口 幸 祐 工 学部 島 崎 長一郎

教育学部 呉 羽 長 II 杉 本 益 規

／／ 原 田 嘉 昭 教 養部 高 安 和 子

経済学部 山 崎 清 ／／ 山 本 孝

／／ 相 津 吉 晴
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